
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC6 月第 1 例会 (2016.6.7) №３１３７ 

 

(1) 「君が代」斉唱  

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 竹石 松次 会長挨拶 

南場智子 （1962年・昭和 37年～） 

 新潟市中央区生まれ、新潟高校を卒業後、津田塾大学

に進んだ。 父は厳格で高校時代まで門限が決められて

おり、友人と喫茶店でお茶を飲み話が弾んで、午後六時を

過ぎて帰宅すると雷が落ち、出入り禁止の指示が飛んだ。

小中高と水泳部に入っていたが、高校三年の時、帰宅時

間を聞かれたので「分かりません」と返事をしたところ、「す

ぐに部活をやめなさい」と厳命が下った。大学進学も、高校

三年に、地元の大学を受験するよう指示された。「東京で

一人暮らしをする女性は、百パーセント不幸になる」が理

由であった。 

 必死の覚悟で、東京進学という自分の意思を生まれて初

めて告げ、体当たりで父親から脱出しようと試みるも、父か

らは前をふさがれ、阻まれる事件があった。その後、高校

の先生や母親の説得で上京を許されたものの、付けられ

た条件が①卒業後は新潟に戻る②就職は父が決める③ボ

ーイフレンドは作らない④学生運動はしない―であった。 

 大学に入り親の束縛から解放されたが、遠隔操作は依然

続いていた。父親の監視からさらに逃れるために考えた作

戦が留学であった。大学で優秀な成績を得れば奨学金で

留学が出来るため、懸命に勉強、４年生の時、アメリカのブ

レンマー大学への留学に成功する。 

 日米で離ればなれになった親子は、一週間に一度の文

通で雪解けを迎え、一年後、帰国時にハワイでゴルフをす

るまでに打ち解ける。 

 就職は、大前研一が社長の「マッキンゼー・アンド・カン

パニー」に入社する。コンサルタントとしての社会人生活が

始まった。最初の仕事はリサーチ業務、必死で挑戦するが

理解不足で要領を得ず、疲れ果てた末、現実逃避のため

にＭＢＡ（経営管理学修士）取得を目指し、再びアメリカ留

学へ出発する。 

 結局、二年間の留学を終え、再びマッキンゼーに復職、

大きなプロジェクトを任せられる。しかし、力不足で満足な

結果を得られず、チームの仲間に助けられ、良い結果をだ

すことが出来た。 

 自分の実力というより、人の力を借りてでも成果を挙げる

ことに集中することで肩の力が抜け、力を発揮することを学

んだ。チームコンダクターとしての采配も軌道に乗り、コン

サルタントとして信用力を獲得、三十四歳でマッキンゼー

のパートナー（役員）に抜擢された。その後三年間、マル

チメディア系の新規事業コンサルティングに従事し、最先

端のＩＴビジネスに関わる。 

 そして、平成十一年我が国で馴染みがなかったインター

ネットオークションを運営する「ディ・エヌ・エー」を設立する。

数十億円の資金を募り、幾度も難局に直面する中、会社を

スタートさせた。 

 出帆はしたものの、インターネットサービスシステムが未

成熟の状況で、突貫工事で作ったために不具合が続出、

顧客のリピート率、離脱率のデータを気にする毎日が続き、

会社が軌道にのるまでには四年が必要であった。 

 ユーザーが求めるのもの、それはオークションという形に

こだわらず、欲しいものを探す目的でサイトを訪れるという

至極当然な帰結であった。 

平成十五年、会社が長いトンネルを抜けて初の黒字を計

上した。 

 その後、病気の夫を看病するため、代表を後任に譲って、

ファウンダーとして新規事業の始動にあったった。 

 二年前の私との対談で「私の根っこはしっかり新潟にあり

ます。人間のベースというか体の分子が新潟なんですね、

言葉を多く話す訳ではなく社交的でもないけれど、人と人

とのつながりが一段と厚いところだと思います。高校時代佐

渡の砂浜で観た流れ星の美しさは今でも忘れません。」と

話しています。 

 そして、プロ野球球団を獲得、昨年一月からプロ野球史

上初の女性オーナーとして、横浜ＤeＮＡ球団を牽引して

いる。 

 「女性の目線を生かして、さらに女性フアンを増やして行

きたい。新潟では、これまで連続して試合を行っています。

これからも私の故郷でずっと続けたい。 

スタンドで、ブルーのユニホームが多くなるよう努力しま

す。」と語っている。 

 今日午後六時から、ハードオフ・エコスタジアムで横浜ベ

イスターズと日本ハムファイターズの公式交流戦が行われ、

南場オーナーも観戦することになっている。 
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      2015～16年度 国際ロータリーのテーマ 

 



ゲストの紹介 

・タレント・女優 大桃 美代子さん 

(3) 米山奨学生 ファム アイン ホアンさん 

挨拶・奨学金贈呈 

(4) １００％出席バッチの贈呈 

玉 知夫君 ４年   

(5) 誕生日お祝い贈呈(４名) 

(6) 結婚記念日お祝いの紹介(３名) 

(7) 退会ご挨拶 

・㈱第四銀行執行役員本店営業部長 吉弘賢司君 

・日本放送協会 新潟放送局 坂本 務君 

(8) 委員会報告 

・ロータリーの友紹介（山田広報委員長） 

・小林建次年度社会奉仕委員長 ７月２４日に早朝清掃

を行います。今年は会場を関屋浜のシ―ポイントに変

更致しました。 

(9) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(得永 哲史副委員長) 

樋熊 紀雄君 後藤 司郎君 

米山奨学会寄付発表(小林 敬直委員長) 

徳山 啓聖君 宇尾野 隆君 

高橋 清文君 伴 昭彦君 

青少年育成基金寄付発表(小林 悟委員長) 

小林  悟君 本間  彊君 

本間 剛三君 伴 昭彦君 

(10) ニコニコボックス紹介 

・石橋正利君 結婚記念日のお花ありがとうございます。

私からのプレゼントにしたかったのですがロータリーか

らだよと言っても喜んでくれました。 

・本多 晃君 昨日、結婚記念日のお花が届きました。

結婚して２０数年、花など贈ったことはなく、妻も驚いて

ハートがたくさんのラインを送ってきました。事情を話し

たところ、喜んで海岸清掃に協力すると言っておりまし

た。ありがとうございました。 

・山本泰仁君 本日、４月の会員スピーチで紹介させて

頂きました「一番搾り新潟づくり」を発売しましたので、ニ

コニコします。新潟らしさを追求した、新潟愛のたっぷり

つまったビールです。「これぞ、新潟のビール！」とい

える自信作です。ぜひともごひいきにお願い致します。 

(11) 「6月は、ロータリー親睦活動月間です。」 

新潟ロータリークラブ 親睦委員長 玉 知夫君 

大桃 美代子さんの奉仕活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12)  ６月 ７日例会の出席率 ６９．０７  ％ 

会員数１００名（出席免除会員 ９名） 

出席者 ６７ 名（出席免除会員５名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８６．１７  ％) 

 

 

 

６月２１日の例会予定 

卓話「泥に塗れて」  

人間国宝 陶芸家 伊藤 赤水氏 

 

６月７日 理事会報告 出席者１１名 

 

１ 会長あいさつ 

２ 青少年育成基金贈呈先について 

小山楯夫君の推薦により、新潟青陵大学ボランテ

ィアセンターを対象とする。 

金額は 200,000円。今年度の例会で贈呈を行う。 

３ 入会推薦者について＝承認 

・㈱新潟総合テレビ 取締役営業企画本部長  

川下総一君 

 ご紹介 小田 等君 浅田 龍一君 

・日本放送協会 新潟放送局局長 鈴木 仁君 

ご紹介 竹石 松次君 玉 知夫君 

４ 退会届について＝承認 

・㈱第四銀行執行役員本店営業部長 吉弘賢司君

（6/7付） 

・日本放送協会新潟放送局 坂本務君（6/7付） 

・東日本電信電話㈱理事新潟支店長 村松敦君

（6/14付） 

・㈱IT スクエア 取締役会長 金親顯男君(6/30

付) 

・司法書士 永野勇事務所所長 永野勇君（6/30

付） 

・㈱加島屋 相談役 加島 長作君 

５ ６月のプログラム=承認 

６月７日 「6 月は、ロータリー親睦活動月間で

す。」親睦委員長 玉 知夫君 

６月１４日 新潟明訓高校 

インターアクトクラブ顧問 斎藤圭太先生 

６月２１日 卓話「泥に塗れて」 

 人間国宝 陶芸家 伊藤赤水氏 

６月２８日 納会例会  

午後６時開会 於 イタリア軒 

６  その他 

浪江RCとの友好クラブ締結は秋以降とする。 

金親理事より、退会の挨拶があった。 

 

 


